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Ξ
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授
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慕
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駄
罵

°
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Oぶ

く ■
せ

ムマ
ι

W′
||ヽ

■
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壁
=

せ
椰

終
権

Ⅸ
煙
椰

漱
さ

蝉
揮

卜
ヾ

運
く
On゛

′
||ヽ

上
lo輪

涸
撻

厳
メ

壼
K輸

■
せ
椰

糠
さ

メ
起
絲

米
塩

うや
博

い
Qヽ涎

く
(へ

←

く
《
壬
「
橿
旨
=像

雨
逝
<JN■

い
°
)」

農
裏

Qヽ稚
黙
雖
耕
罵

煙
″
増
択
翼
涎
線

|||口
||キ

1深
Oキ

1l10ttHO尽
せ
蜀

0

ト リェ
恨
卜
絆

o(ヽ
A」
卜

Qヽ°

= 
橿

旨
ヱ
像
蔓

運
く

足
裏
晨

Qヽ像

算
 
式(a+b)×

0.0567×
|.005008+0×

0.0567×
1.515828

算
式

の
符

号

a ll1/Jl和
65年

10月
1日

か
ら
昭

和
66年

1月
61日

ま
で

の
間

に
事

業
年

度
が

終
了

し
た

法
ノ、
に

か
か

る
法

人
税

割
の
課

税
標

準

額
(当

該
事

業
年

度
に

か
か

る
法

人
税

割
に

つ
い

て
、

昭
和

ろ
6年

6月
ろ
1日

ま
で

の
間

に
修

正
申

告
、

更
正

又
は

決
定

(期

限
後

申
告

に
か

か
る

も
の

を
含

む
。

以
下

本
条

中
同

じ
。
)が

あ
つ

た
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
最

終
の
修

正
申
告

、
更

正

叉
は

決
定

に
よ

る
課

税
標

準
額

と
す

る
。

)

b昭
和

66年
2月

1日
か

ら
同
年

9月
60日

ま
で

の
間

に
事

業
イ

|三
度

が
修

了
し
た

法
人

に
か

か
る
法

人
税

押
lの

課
税

標
準

額

(当
該

事
業

年
度

に
か

か
る
法

人
税

害
」
に

つ
い

て
、

昭
和

66年
2月

1日
か

ら
同

年
6月

51日
ま
で

の
間

に
終

了
し
た

事
業

年
度

に
か

か
る

も
の

に
あ
つ

て
は
同
年

5月
ろ
1日

ま
で

の
間

に
、
昭

和
66年

4月
1日

か
ら
同
年

9月
60日

ま
で

の
間

に
終

了
し
た

事
業

年
度

に
か

か
る

も
の

に
つ

あ
つ

て
は

同
年

11月
60日

ま
で

の
間

に
、 ・
修

IE申
告

、
更

正
叉

は
決

定
が

あ
つ

た
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
最

終
の

修
正

申
告

、
更

正
又

は
決

定
に

よ
る
課

税
標

準
額

と
す

る
。

)―

C昭
和

29年
4月

1日
か

ら
昭

和
ろ
5年

6月
51日

ま
で

の「
1に

事
業

年
度

が
終

了
し
た

法
人

で
‖′ {和

ろ
5年

度
中

に
修

TE申
告

、

田Ю駅Ю暑お置聾
L

（郎駆構岬Ю
癬）血８購眼　華ぐ唖群曜　田製≪　　回つ駅Ю彗お黒圏

爵∞卜〇〇

ま
で

の
間

に
事

業
年

度
が

終
了

し
た

法
人

で
昭

和
165年

12月
1目

か
ら
昭

和
ろ
6年

6月
ろ
1日

ま
で

の
間

に
修

正
申

告
、
更

正

叉
は

決
定

が
あ

つ
た

も
の

に
つ

い
て

、
当

該
修

正
申

告
、

更
正
叉

|ま
決

定
に

よ
る
最

終
の
課

税
標

準
額

か
ら
当

該
法

人
に

か

か
る

当
該

事
業

年
度

分
の

昭
和

55年
11月

60日
以

前
に

お
け

る
最

終
の

課
税

標
準

額
を
挫

除
し
た
額

と
の

合
:算

:額
。

((1×
0。

0567×
0。
976816)+(OXO.0567×

1.466626)

a昭
和

65筆
2月

1日
か

ら
昭

和
66年

1月
ろ
1日

ま
で

の
間

に
事

業
年

度
が

終
了

し
た
市

町
村

分
ず
:」
法

人
以

夕
|の

法
人

(以
下

本
条

中
「

そ
の

他
の

法
人

」
と
い

う
。
)に

か
か

る
法

人
税

割
の
課

税
標

準
額

(当
該

事
業

[「
度

に
か

か
る
法

人
税

害
」
に

つ

い
て

、
昭

和
66年

6月
ろ
1日

ま
で

の
間

に
修

正
申
告

、
更

IE又
|カ

プ(定
が

あ
つ

た
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
最

終
の

修
正

申

告
、
更

正
叉

は
決

定
に

よ
る
課

税
標

準
額

と
す

る
。

)

e昭
和

29年
4月

1日
か

ら
昭

和
65年

1月
ろ
1日

ま
で

の
FUに

事
業

f「
度

が
終

了
し
た

法
人

で
t昭

和
65年

度
中

に
修

正
中

告
、

る
最

終
の

課
税

標
準

額
か

ら
昭

和
65「

F
5月

61
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二
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蜜
=像

羅
運
<せ

裏
裏

ヾ
像

算
 

式(f+〔
`)×

0.0567×
0。

984917+ll×
0.0567×

1.515828

算
式

の
符

号

f昭
和

65年
.2月

1日
か

ら
同

年
6月

61日
ま
で

の
間

に
事

業
年

度
が

終
了

し
た

法
人

に
か

か
る
法

人
税

1与 」 の
課

3t標
準

額

(当
該

事
業

年
度

に
か

か
る
法

人
税

割
に

つ
い

て
昭

和
65年

5月
61日

ま
で

の
間

に
修

II申
告

、
更

正
叉

は
決

定
が

あ
つ

た

場
合

に
お

い
.て

は
、

そ
の
最

終
の
修

正
申

告
、

更
正

又
は

決
定

に
よ

る
課

税
標

準
額

と
す

る
。

)

昭
和
165年

4月
1日

か
ら

lrL7J4和
66年

1月
61日

ま
で

の
間

に
事

業
年

度
が

終
了

し
た

法
人

に
か

か
る
法

人
税

害
」 の

課
税

標
準

額
(当

該
事

業
年

度
に

か
か

る
法

人
税

害
」
に

つ
い

て
、

昭
和

65年
4月

1日
か

ら
同

筆
9月

60日
ま

で
の

|ふ
]に

終
了

し
た

事
業

年
度

に
か

か
る

も
の

に
あ

つ
て

は
同
年

11月
60日

ま
で

の
間

に
、

昭
和

6511110月
1日

か
ら
昭

和
661Fl l月

31目
ま

で

の
間

に
終

了
し
た

事
業

年
度

に
か

か
る

も
の

に
あ

つ
て

は
昭

和
66年

,6月
ろ
1目

ま
で

の
間

に
、

修
二E申

告
、
更

TI叉
|ま

決
定

が
あ

つ
た

場
合

に
お

い
て

は
、

そ
の
最

終
の

修
正

中
告

、
更

]:叉
は

決
定

に
よ

る
課

税
標

準
額

と
す

る
。

)

h本
条
‐

の
算

式
の
符

号
中

Cに
同

じ
。

WOttO誕
く

せ
裏
農

)Q像

ぶ
ロ

駆置牌総
隧

i×
0.056ア

×
0.976816+

0。
0567×

1.436625

i本
条

一
の
算

式
の

符
号

中
dに

1司
じ
。

j本
条

一
の

算
式

の
符

号
中

eに
同

じ
。

12)算
 

式

k×
0。

0567×
4.166888+lX O。

0567×
4.044595

算
式

の
符

号

k本
条

一
の

算
式

の
符

号
中

dに
1司

じ
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

同
符

号
中

「
昭

「
昭

和
65年

」
と
あ

る
の

は
「

昭
和

641に
Jと

そ
れ

ぞ
れ

読
み
替

え
る

も
の

1本
条

一
の
算

式
の

符
弓
中

eに
1司

じ
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

同
符

号
中

「
昭

「
昭

和
65年

_1と
あ

る
の

は
「

昭
和

る
41F」

と
、
「

昭
和

55年
度

中
」

と
あ

替
え

る
も
の

と
す

る
。
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